
 

第１ ０ 号様式（ 第１ ４ 条関係）  

 

  令和６ 年度 平塚市市民活動推進補助金事業報告書（ 入門・ 発展コ ース ） 

 

１  団 体 名 平塚市手をつなぐ 育成会 

２  事業名 と も いき ス ペース 事業 

３  コ ース 区分 

   ・ 補助額 

（ 以下のどちら かのコ ース を○で囲んでく ださ い。）  

 入門コ ース  ・  発展コ ース  

１ ０ 万円  

４  実施期間 
（ 開始期日）                    （ 完了期日）  

 ２ ０ ２ ４ 年 ４ 月 １ 日 ～ ２ ０ ２ ５ 年 ３ 月 ３ １ 日 

５  事業の目的 

 

 

申請書と 同じ 内容を

記入し てく ださ い。  

・ 10 年前よ り イ ンク ルーシブ遊具について要望し てき ま し たが昨年 3 月総合公園内に「 みんなの広場」 が

完成し ま し た。 意見交換にも 毎回参画し ま し たが、 会員の中に乳幼児を 持つ若い保護者がいま せん。  

育成会と し て「 みんなの広場」 ができ て私たちの声が届いて終わり ではなく 、 何か繋がり を 持てる 場所

が必要でし た。 令和５ 年３ 月を も っ て今の活動拠点を 閉じ ま すが令和４ 年度実績でのべ１ ４ ６ ８ 名の来

所者があり 、 今後も 育成会の会活動を 紹介でき る 場所を 必要と し ていま す。 ま た若い世代の会員が増え

る こ と で全世代の声を行政に届けら れる こ と を 目的と し ていま す。  

・ 自分たちの経験から 乳幼児の時は知的障害と いう 判断はつかないま ま 育児を し ていま す。 生ま れてすぐ

障がいが見つかっ た場合でも そう でない場合も 知的や発達障害等を 持つお子さ んの保護者は他のお子さ

んと 比べてすべて遅れている 、 ちょ っ と 変わっ てる ？と 悩んでいる 初期段階でし た。「 みんなの広場」 を

利用する 保護者も そのよ う な方が多いのではないかと 思いま す。 育成会と し て経験し たから こ そ保護者

の気持ちに寄り 添えたら と 考えま す。  

・ お子さ んの気持ちの安定につながる こ と を 私たちは成功や失敗を 繰り 返し ながら も 多く の家族から 学ん

でき ま し た。 親子が笑顔で過ごせる ためには保護者や周囲が子ど も のあり のま ま を 受容し 理解を 深める

こ と が大切です。「 みんなの広場」 があり 、 障がい者が働く 福祉事業所である かざぐ る ま レ ス ト ラ ン内の

ス ペース でと も いき ス ペース 事業を 行う こ と は育成会会員だけでなく 障がいのある 親子にと っ ても 情報

交換・ 交流の場と し て必要である と 考えていま す。  

６  実 施 し た 

内 容 

 

 

活動・ 事業の実績（ 実

施内容・ 実施日・ 場

所・ 参加人数など ）

について 具体的に記

入し てく ださ い。  

 

※ 申請書の内容と

相違があ っ た場合は

その変更点と 理由を

記入し てく ださ い。  

①障がいのある お子さ んや保護者が居場所と し て利用でき る 取り 組みと し ては、 障が

いのあ る なし に関わら ず体育館やプールで来館さ れた親子が利用でき る 場所になっ

た。 ま た福祉ショ ッ プかざぐ る ま 様の利用者さ んの休憩と し ても 利用し ていただい

た。  

②育成会活動への理解を広げる 取り 組みと し ては、 会報や研修会の案内など をス タ ン

ド に配架し 、 いつでも 手に取れる よ う にし た。  

③保護者の悩みなどを 聞いたり 、 相談窓口と し ての取り 組みと し ては、 障がい福祉相

談員を毎月 3～4 日 13 時～14 時を当番と し て配置し たが不定期なこ と や主に平日の

相談日から 相談はなかった。  

④障がい等についての情報交換や啓発のための取り 組みと し ては、 会報やホームペー

ジだけでなく 、 新たに Google マッ プにと も いき ス ペース を掲載し 、 更新を行いなが

ら 情報発信、 周知に努めた。 こ れま で３ ５ ４ 件の閲覧があり 、 関心のある 方が毎月増

えてき ている と 感じ ている 。  

次年度はリ ーフ レ ッ ト を作成し 、 更にアピ ールし ていく 予定である 。  

⑤手作り 品販売は常時展示でき 、 かざぐ る ま 様のご協力を得て販売を行った。  

 
申請書の内容と 相違のあったも のについて  

・ ５ 月２ ２ 日オープン告知のためにチラ シ・ ポス タ ーを作成し 、 会員や関係各所に広

く 周知し た。  

・ お子さ んの目に触れやすく する ためおも ちゃも 収納でき る 本棚を購入し た。  

・ 光熱費は福祉ショ ッ プかざぐ る ま 様から 年間使用量が前年度と 差異が少なかったこ

と から 使用料金の請求がなかった。  
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７  得ら れた 

  成果・ 効果 

 

 

活動・ 事業を 実施し

た こ と で 良か っ た

点、 得ら れた成果、

確認さ れた 効果な

ど に つい て 記入し

てく ださ い。  

 

ま た、アン ケート 等

で 参加者や受益者

（ サ ービ ス を 受け

た方） の評価がわか

る 場合は、記入し て

く ださ い。  

・ 福祉ショ ッ プかざぐ る ま 様の場所のご提供を受け、 と も いき ス ペース 事業を実
施でき たこ と で、 平塚市手をつなぐ 育成会と し て新たな活動拠点を持つこ と がで
き た。 試行錯誤で令和 5 年度よ り 整備を進めてき たが、 補助金をいただいたこ と
で目標が明確になり 大き な整備をス ムーズに進める こ と ができ た。  
・ 補助金申請を通し て障害者団体以外の方にも 育成会活動を知っても ら う 機会を
持つこ と ができ た。  
・ 総合公園や体育館の利用者にも 少し ずつではある が利用し ていただける よ う に
なった。  
・ 当初と も いき ス ペース に既存の照明は外さ れていたため、 照明器具を令和 5 年
度に購入し 、 そのための光熱費を申請し ていた。 活動の中で照明の暗さ を心配し
てく ださ り 、 かざぐ る ま 様と 市のご協力で新たに照明を設置し ていただき ス ペー
ス 全体を明る く し ていただいた。  
・ 中間報告を行い、 整備の振り 返り ができ たこ と で不足し ている も のを見直し 、
充実し た整備を後期に行う こ と ができ た。 ま た次年度への課題や整備を見通すこ
と ができ た。  
と も いき ス ペース を通じ て障害者や育成会への理解が広がる よ う こ れから も し っ
かり 対応し ていき たい。  
 
 

８  反省点・ 課題 

 

 

活動・ 事業を 実施し

た結果、反省点や課

題と し て あ げら れ

る 事項に つい て 記

入し てく ださ い。  

 

ま た、反省点や課題

の 改善方法を 検討

し たり 、解決を 図っ

た場合は、その内容

を 記入し て く だ さ

い。  

・ 中間報告でも 課題と し ていたが、 相談日が不定期だった為告知が行き 届かなか
った。  
次年度は第１ ・ ３ 水曜日と 土日祝日の内１ 回、 合計３ 回を相談日と し て周知し て
いく 。  
・ と も いき ス ペース の整備途中だったため、 育成会のリ ーフレ ッ ト がない状態で
ある 。 次年度は整備さ れたと も いき ス ペース の内容を入れ、 育成会のリ ーフレ ッ
ト を新し く 作成し て、 と も いき ス ペース にも 配架し 、 広く 周知に努める 。  
・ 会員が来たいと 思う 場所にする ためにはこ の場所で会員が交流する 機会を育成
会の行事と し て作っていく 必要があった。  

９  今 後 の 

  事業展望等 

 

 

活動・ 事業について

今後も 継続的に 行

う も のであれば、そ

の計画や、団体と し

て の 今後の 活動計

画・ 事業展望等を 記

入し てく ださ い。  

・ 次年度から は周知を進め、 利用者を増やし 、 障がいの情報発信地と し て皆さ ん
から 信頼さ れ、 多く の方と 手をつなぎながら 必要な方に重宝さ れる 場所にし てい
き たい。  
・ 育成会発行の手をつなぐ 情報誌は、 最新の正確な情報誌と し て全国の保護者や
事業所にも 購読し ていただいている 月刊誌なので、今年度は補助金で購入でき た。
次年度から は育成会会費から 捻出し て継続する 。  
・ 団体と し てはこ れま でと 同様、 本人活動の支援、 季節の行事企画や、 バス 旅行
などを行いま す。 上部組織や市内の市民活動団体と も 連携し 、 様々な活動や行政
の会議等に市内外で参画し ていく 。  
・ 福祉ショ ッ プかざぐ る ま 様と 継続的な関係を推進する ため、 育成会ができ る 事
を増やし 、 お互い様と なる 関係づく り に努める 。  
・ 育成会会員自身がと も いき ス ペース を必要と する よ う な空間づく り を更に進め
ていく 。 その為にも 総合公園体育館などの育成会と し て利用し 、 立ち寄る よ う な
活動も 視野に入れていき たい。  
・ 次年度は第１ ・ ３ 水曜を相談日と 固定し て、 担当する 3 名も 平塚市から 委嘱を

受けた障がい福祉相談員と し て活動を行う 。  
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活動・ 事業の収支決算書               

※団体全体の収支ではなく 、 補助対象事業に限定し た収支を記載し てく ださ い。  

① 

収 

入 

項  目 予算額（ 円）  決算額（ 円）  増減額（ 円）  具体的な内容（ 増減理由や積算根拠）  

補助金 100, 000 100, 000 0 平塚市市民活動推進補助金 

団体会員の会費 10, 000 69 −9, 931 団体会員年会費の一部を事業費に充当 

     

     

     

収入合計 
Ａ  

110, 000 

Ｂ  

100, 069 

Ｂ －Ａ  

−9, 931 
発展コ ース ： 補助対象経費      円×  ％＝      円   

補助限度額       円 

② 

支 

出 

項  目 
予算額（ 円）  

（ う ち補助金額）  
決算額（ 円）  

補助対象経費( 円)  

（ う ち補助金額）  

 

増減額（ 円）  具体的な内容（ 増減理由や積算根拠）  

消耗品費 
50, 000 

（ 50, 000）  
71, 296 

71, 296 

（ 71, 250）  
21, 296 

椅子 6, 868 円 テーブル 16, 678 円 ス タ ンド 6, 400 円 

ボード 用・ 展示用備品 2009 円 ソ ファ ーカバー3, 259 円 

看板材料費 8, 810 円 本棚 7, 999 円 ボード 6, 970 円 

オープンチラ シ 1, 010 円 ポス タ ー3, 000 円 

玩具 2, 980 円 2, 513 円 人形 2, 800 円 

図書費 
50, 000 

（ 50, 000）  

（ 50, 000 円））  

28, 773 
28, 773 

（ 28, 750）  
-21, 227 

絵本 8 冊 12, 273 円  障害に関する 本 11 冊 12, 600 円  

情報誌（ 年間） 3, 900 円  

光熱費 
10, 000

（ 0）   
  0 

0 

（    0  ）  
-10, 000 電気使用料に大き な変化がなく 料金が発生し ないこ と になった 

 
 

（      ）  
 

 

（      ）  
  

 
 

（      ）  
 

 

（      ）  
  

支出合計 
Ｃ  110, 000 

（  100, 000）  

Ｄ  100, 069 

 

100, 069 

（ 100, 000）  

Ｄ －Ｃ  

-9, 931 

 

 

③収支決算額 Ｂ  100, 069  円 － Ｄ  100, 069   円 ＝      0 円 
【 備考】  

 

 ※支出額の（    ） 内は、 支出のう ち補助金から 支出する 金額を記載し てく ださ い。 ま た、 各支出項目についての領収書の写し （ コ ピ ー） を添付し てく ださ い。  

事務局記入欄 発展コ ース 補助割合確認 □ 
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↑お子さ んが手に取り やすい本棚には小さ

な お子さ んだけでな く 知的障害者が読んで

も 楽しめる絵本など 多く 取り 揃えま し た。 育

成会発行の障害に関する本も 多く 取り 揃え

障害があっ ても なく ても 誰も が一人で来て

も 親子でき ても 笑顔でゆっ たり 過ご せる 場

所になり ま し た。 ↓ 
↑入り 口にはボードを設置し 、 と も いき ス

ペース の毎月の案内を し ていま す。手作り

品の販売はかざ ぐ る ま さ んのご 協力も あ

り レ ス ト ラ ン のガラ ス ケ ース で行っ てい

ま す。レ ス ト ラ ンのお客様がご購入く ださ

っ ていま す。 スタンドは会報だけでなく 研

修会の案内や障害の種別に関わら ず情報

を発信し ていま す。平塚盲学校から も 配架

の依頼があり ま し た。お子様用の椅子も 用

意し ていま す。 季節を感じ 、 癒さ れる 場所

になれる こ と を 願っ ていま す。  

知的障がい児者ご 本人達の作品を 展示

し ていま す。今回、支援学校高等部在学

中にご 本人さ んがタ ピ ポン で、 「と も い

き スペース」、「手をつなぐ育成会」のすて

きな看板を 製作し てく れま し た。他にも

季節に合わせたタ ピ ポン 作品を 展示し

ていま す。 お人形のはんちゃんが出迎え

てく れ、ソ フ ァ で絵本を 読んだり テーブ

ルで塗り 絵や、玩具で遊んで過ごし ても

ら いま す。収納付きの椅子には相談員が

座り 、皆さ んのお話を聞かせても ら いま

す。  

活動・事業実施状況 
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第１ ０ 号様式（ 第１ ４ 条関係）

令和６ 年度　 平塚市市民活動推進補助金事業報告書（ 入門・ 発展コ ース ）

１  団 体 名 城島地区地域活動推進会議

２  事業名 地域資源活用によ る 交流型体験の里づく り 事業

３  コ ース 区分
　    ・ 補助額

　 （ 以下のど ちら かのコ ース を ○で囲んでく ださ い。 ）

8 万円
入門コ ース 　 ・  発展コ ース

日
４  実施期間

（ 開始期日） （ 完了期日）

令和６ 年 ４ 月 １ 日 ～ 令和７ 年 ３ 月 ３ １

５  事業の目的
 農業を 主産業と する 当地区である が、 少子高齢化によ り 農家の後継者不足が深刻で、
耕作放棄地が急速に広がっている 。 全地域が市街化調整区域のため、 開発の見込みは
なく 、 ス ーパー等の生活支援施設が極めて少なく 、 交通の利便性も 悪い。 当地区の中
央を走る 県道のバス の本数は、 1時間に1本である 。 こ う し た環境のため、 若者離れが
生じ 、 人口減少に歯止めがかから ず過疎化が進んでいる 。 近い将来、 地域コ ミ ュ ニ
ティ の崩壊が危惧さ れている 。 過疎化、 若者離れ、 人口減少の悪循環から 是非と も 脱
却し たい。
 こ のためには、 令和２ 年度から 昨年度ま で実施し てき た「 地域資源活用によ る 交流型
体験の里づく り 事業」 の取組みを継続し 、 当地区の魅力を地区内外に発信し ていく 努
力が大切と 思う 。 取組みへの努力によ り 、 郷土の魅力に気付く 住民や当地区への交流
人口が増加する も のと 思う 。 交流人口の増加によ り 、 定住人口の増加も 期待さ れる 。

申請書と 同じ 内容を記
入し てく ださ い。

６  実施し た内容
１ ． 「 き じ ま ルシェ 」
　 地域内外の多く の人を当地区に呼び込み、 当地区の魅力を 広く 知っても ら う ため
に、 11月30日にマルシェ を開催し 、 城島の魅力の紹介や平塚のブラ ンド 米「 はる み」
等の農産物の販売を 行った。 来訪者約400名

２ ． 米づく り 体験・ 野菜収穫体験
　 生産組合、 湘南ラ イ ス センタ ー、 Ｊ A湘南、 地域のボラ ンティ ア等の協力で、 全４ 回
（ 5月19日、 6月15日、 10月12日、 11月16日） 実施し た。 11家族が参加

３ ． 城島地区の将来像を考える 意見交換会・ 研修会（ 仮称）
　 第1回を10月19日に、 第2回を3月30日に講演会・ 意見交換会と し て実施し た。 内容は
いずれも 地域活性化に関する 講師によ る 講演と 講演をも と に参加者が意見交換を 行う
と いう も のであっ た。 当初３ 回の実施を考えたが、 地域の行事の調整が困難だっ たこ
と 等によ り ２ 回の実施と なっ た。

活動・ 事業の実績（ 実
施内容・ 実施日・ 場
所・ 参加人数など ） に
ついて具体的に記入し
てく ださ い。

※ 申請書の内容と 相違
があった場合はその変
更点と 理由を記入し て
く ださ い。
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９  今 後 の
　  事業展望等

　 3月30日実施の第2回「 城島地区の将来像を考える 意見交換会・ 研修会（ 仮称） 」 において、 行
事の見直し ・ 精選等が協議のテーマになった。 協議の結果をも と に、 新年度早々に今後実施する
事業と 実施内容を詰めていき たい。 。
１ ． 「 き じ ま ルシェ 」 は、 地域外から 人を呼び込むための最大のイ ベント である が、 高齢化と 人
手不足でス タ ッ フ の負担感が大き いので、 規模の縮小や他の行事と 合同開催にする など 再構築も
考えている 。
２ ． 米づく り 体験・ 野菜収穫体験
　 参加者には好評のイ ベント であり 、 子ども たちにと って農体験は大切なこ と と 思う ので、 本イ
ベント 継続の意義は大き いが、 体験農地の管理に多大な労力を要する など 課題も 多い。 「 米づく
り 体験」 と 「 野菜収穫体験」 を分離する など 、 抜本的な見直し が必要と の意見が出ている 。
３ ． 城島地区の将来像を考える 意見交換会・ 研修会（ 仮称）
　 講演会・ 意見交換会は、 地域活性化に向けて住民の意識啓発に有効である ので、 今後も 実施し
ていき たい。 ただし 、 参加者は高齢者が多く 、 固定化し てき ている ので、 次世代をいかに呼び込
むかが課題である 。 将来像については、 当地区は全域が市街化調整区域である ため、 地域住民だ
けで協議を深化さ せる のは難し い状況である 。

活動・ 事業について今
後も 継続的に行う も の
であれば、 その計画
や、 団体と し ての今後
の活動計画・ 事業展望
等を記入し てく ださ
い。

７  得ら れた
　  成果・ 効果

１ ． 「 き じ ま ルシェ 」
　 地域内外の多く の人を当地区に呼び込み、 当地区の魅力を 広く 知っても ら う と いう
目的は達成でき た。 親子連れが多く 訪れたので、 高齢化・ 過疎化進む当地区に活気が
よ みがえった。 毎年こ のイ ベント に来る のを楽し みにし ている と いう 家族も いた。
　 昨今の農産物高騰の影響で、 農産物の販売は盛況で、 特に平塚のブラ ンド 米「 はる
み」 は、 開幕早々に完売と なった。

２ ． 米づく り 体験・ 野菜収穫体験
　 子ど も や子育て世代に、 当地区の魅力の１ つである 農の体験を通じ て、 身をも って
当地区の魅力を知っ ても ら う 目的は達成でき た。 同時に、 参加者に自然と のふれあい
の楽し さ や大切さ も 実感し ても ら えたと 思う 。
　 参加者へのアンケート で、 89％が「 来年も 参加し たい」 と 回答し ている 。

３ ． 城島地区の将来像を考える 意見交換会・ 研修会（ 仮称）
　 当地区の将来像や地域活性化に向けて活発な協議ができ たと 思う 。 講演内容や意見
交換を 通し て、 今後の地域活性化に向けて参考になる 多く の情報を得る こ と ができ
た。

活動・ 事業を実施し た
こ と で良かった点、 得
ら れた成果、 確認さ れ
た効果など について記
入し てく ださ い。

ま た、 アンケート 等で
参加者や受益者（ サー
ビス を受けた方） の評
価がわかる 場合は、 記
入し てく ださ い。

８  反省点・ 課題
１ ． 「 き じ ま ルシェ 」
　 地域学校協働活動（ 神奈川県生涯学習課所管事業） を通し て、 平塚農商高校と 連携
し ている が、 学校行事と 重なり 高校生の参加がなかった。 地域の行事と 学校行事と の
調整が難し さ を実感さ せら れた。 年度当初に調整する 必要がある が、 当地区のス タ ッ
フ の高齢化と 人手不足で、 年度末に次年度の事業実施計画を 策定する のは困難な状況
にある 。

２ ． 米づく り 体験・ 野菜収穫体験
　 担当ス タ ッ フ のボラ ンティ アで実施し てき ている が、 高齢化が進み、 体験事業を実
施する 農地の管理が難し く なってき ている 。

３ ． 城島地区の将来像を考える 意見交換会・ 研修会（ 仮称）
　 参加者は高齢者が多く 、 固定化し てき ている ので、 地域活性化に向けての協議に、
次世代をいかに呼び込むかが課題である 。 将来像については、 当地区は全域が市街化
調整区域である ため、 地域住民だけで協議を深化さ せる のは難し い状況である 。

活動・ 事業を実施し た
結果、 反省点や課題と
し てあげら れる 事項に
ついて記入し てく ださ
い。

ま た、 反省点や課題の
改善方法を検討し た
り 、 解決を図った場合
は、 その内容を記入し
てく ださ い。
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活動・ 事業の収支決算書

※団体全体の収支ではなく 、 補助対象事業に限定し た収支を 記載し てく ださ い。

項　 　 目

補助金

参加費

事業収益

Ａ Ｂ 円 × ％ ＝ 円

補助限度額 円

項　 　 目

20, 000 0

（ 0 ） （ 0 ）

30, 000 11, 000

（ 0 ） （ 11, 000 ）

80, 000 19, 000

（ 30, 000 ） （ 19, 000 ）

30, 000 30, 730

（ 30, 000 ） （ 30, 000 ）

30, 000 0

（ 0 ） （ 0 ）

100, 000 20, 000

（ 20, 000 ） （ 20, 000 ）

20, 000 0

（ 0 ） （ 0 ）

Ｃ 310, 000 Ｄ 80, 730 Ｄ －Ｃ

（ 80, 000 ） （ 80, 000 ）

③収支決算額 Ｂ 232, 496 円 － Ｄ 円　 　 ＝ 円
【 備考】

※支出額の（ 　 　 　 ） 内は、 支出のう ち補助金から 支出する 金額 を 記載し てく ださ い。 ま た、 各支出項目についての領収書の写し （ コ ピ ー） を 添付し てく ださ い。

支出合計 232, 496 -77, 504

232, 496 0

使用料・ 借上げ料 108, 032 8, 032
耕運、 代かき 、 田植え、 除草剤、 駆除剤、 コ ン バイ ン 、 乾燥・ 追肥肥料及び
作業代、 畦草刈り 93, 032円、 地代15, 000円

飲食費 41, 624 21, 624 会議における お茶、 茶菓子14, 324円、 会席費用等27, 390円

印刷費 30, 730 730 チラ シの作成・ コ ピ ー及び印刷代30, 730円

旅費・ 交通費 4, 100 -25, 900

ポリ 袋1, 204円

物品購入費 15, 225 -14, 775
苗（ 大根、 大ま さ り （ 落花生） 、 紅はる か（ さ つま いも ） 、 キャ ベツ 、 ブ
ロ ッ コ リ ー） 15, 225円

具体的な内容（ 積算根拠等）

収入合計 310, 000 232, 496
Ｂ －Ａ

-77, 504
発展コ ース ： 補助対象経費

②
　
　
支
　
　
　
　
出

予算額（ 円）
（ う ち補助金額）

決算額（ 円）
補助対象経費（ 円）
（ う ち補助金額）

増減額（ 円）

消耗品費 1, 204 -18, 796

謝金 31, 581 -48, 419 謝金19, 000円、 お礼品12, 581円

マルシェ の売上

①
　
　
収
　
　
　
　
入

予算額（ 円） 決算額（ 円） 増減額（ 円） 具体的な内容（ 積算根拠等）

80, 000 80, 000 0 平塚市市民活動推進補助金

200, 000 120, 000 -80, 000 米づく り ・ 野菜収穫体験参加費 10, 000円×12家族=120, 000円

30, 000 32, 496 2, 496

事務局記入欄 発展コ ース 補助割合確認 □
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第１ ０ 号様式（ 第１ ４ 条関係）

令和６  年度　 平塚市市民活動推進補助金事業報告書（ 入門・ 発展コ ース ）

１  団 体 名 湘南ダン ベル体操協会

２  事業名 ダン ベル体操によ る 健康づく り の推進

３  コ ース 区分
　    ・ 補助額

　 （ 以下のど ちら かのコ ース を○で囲んでく ださ い。 ）

２ ６ 万円
入門コ ース 　 ・  発展コ ース

日
４  実施期間

（ 開始期日） （ 完了期日）

令和６ 年 ４ 月 １ 日 ～ 令和７ 年 ３ 月 ２ ５

５  事業の目的
人生１ ０ ０ 年時代、 超高齢化の中で元気な高齢者を 増やすため介護予防事業の視点で
健康づく り の推進が求めら れてき ていま す。 ダン ベル体操は、 子ど も から 高齢者ま で
誰でも が気楽に楽し く 参加でき る 健康体操です。 今ま でNPO法人湘南ダン ベル体操協会
と し て２ ０ 年以上ダン ベル体操の推進と 普及を 図っ てき ま し たが、 令和５ 年１ ０ 月、
法人を 解散し 新たに任意団体「 湘南ダン ベル体操協会」 と し て再出発し ま し た。 事業
の目的は
1, 高齢者の筋力強化を 図り 、 腰痛や手足のし びれ、 痛みの解消など に取り 組み、 介護
予防と し て元気な高齢者を 増やし 、 医療費の抑制につなげていき たい。
２ ， 指導員や普及員など の担い手を 育成する 。 会員の高齢化に伴い次世代につながる
人材の確保のため。
３ ， 子ど も から 高齢者ま で誰でも が手軽にど こ でも でき る 楽し いダン ベル体操を めざ
し ま す。

申請書と 同じ 内容を 記
入し てく ださ い。

６  実施し た内容
１ ， 握力計５ 台や体組成計２ 台を 購入し 、 地区公民館でダン ベル体操教室に参加し て
いる 高齢者の筋力強化の状況把握を おこ ない、 効果の検証を おこ なっ た。 市内５ 教室
で実施し ま し た。
２ ， 指導員や普及員など の担い手育成のため、 認定指導員講習を 開催、 令和７ 年２ 月
８ 日（ 土） と ２ 月１ ５ 日（ 土） の２ 回、 サン ・ ラ イ フ アリ ーナで開催。 ７ 名参加。
３ ， 玄米ダン ベル体操のつど い２ ０ ２ ４ を １ ０ 月２ ０ 日（ 日） ト ッ ケイ セキュ リ ティ
平塚総合体育館で開催、 １ ６ １ 名参加、 エン ジョ イ ダン ベルの理念のも と 、 広域的な
つながり と 会員ど う し の絆を 深めま し た。 ま た、 講師も 大阪から 森ノ 宮医療大学教授
橋本弘子氏を 招き 「 脳の活性化によ る 認知症予防について」 実技を 交え、 貴重なお話
を いただき ま し た。
４ ， 平塚市民ス ポーツ フ ェ ス テバルに令和７ 年３ 月２ ３ 日（ 日） ト ッ ケイ セキュ リ
ティ 平塚総合体育館で開催。 今年は７ ２ 名と 大幅に市民が参加。 昨年参加し て楽し
かっ たので今年も 親と 参加し たと の子ど も の声を 聞いて、 ス タ ッ フ 一同感激し ま し
た。 貸ダン ベルを 活用し 、 子ど も から 高齢者ま でダン ベルの普及に貢献出来ま し た。

活動・ 事業の実績（ 実
施内容・ 実施日・ 場
所・ 参加人数など） に
ついて具体的に記入し
てく ださ い。

※ 申請書の内容と 相違
があっ た場合はその変
更点と 理由を 記入し て
く ださ い。
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９  今 後 の
　  事業展望等

ダン ベル体操教室のための会場確保が、 今後、 平塚市の公共施設の統廃合や改装など
の計画がある こ と から 、 地区公民館の利用が競争激化で困難になる 可能性が高く なり
ま す。 ダン ベル体操によ る 健康づく り の推進を ど う すすめていく か、 大き な問題で
す。 ま た、 ダン ベル体操協会の役員が高齢で家族介護の問題等かかえており 、 世代交
代を 含め、 事業の縮小等検討する 時期と 考えま す。 今後の活動計画は、 ①地区公民館
でのダン ベル体操教室の充実（ 筋力強化、 腰痛。 転倒防止など ） ②指導者育成　 ③ダ
ン ベル体操のつど い２ ０ ２ ５ の開催、 （ 会員の融和と 連帯を 図る ） ④新会員の確保、
⑤情報発信　 など 求めら れま す。活動・ 事業について今

後も 継続的に行う も の
であれば、 その計画
や、 団体と し ての今後
の活動計画・ 事業展望
等を 記入し てく ださ
い。

７  得ら れた
　  成果・ 効果

＊初めて握力計や体組成計を 購入し て筋力の強化の状況を チェ ッ ク でき たこ と は、 会
員のダン ベル体操の筋力強化の意識の高ま り が見ら れ、 良かっ たと 思いま す。 毎月測
定する わけではないが、 特に新会員の方の取り 組み姿勢に良い変化が生ま れま し た。
＊貸し ダン ベルと し て、 ６ ０ 組を 購入し たが、 ８ 月２ 日の湘南ロ ータ リ ーク ラ ブ（ ４
０ 名） や９ 月１ ０ 日の商工会議所婦人部（ ２ ０ 名） での卓話と 実技指導を はじ め、 ３
月２ ３ 日の平塚市民ス ポーツ フ ェ ス テバルへの参加（ ７ ２ 名） で多く の市民に実技指
導を 通じ 、 ダン ベルの理解が深ま り ま し た。
＊１ ０ 月２ ０ 日、 ト ッ ケイ セキュ リ ティ 平塚総合体育館で開催さ れた玄米ダン ベル体
操のつど いについては、 プロ グラ ム の作成費、 通信費等経費の大幅な削減が出来、 ま
た、 エン ジョ イ ダン ベルと し て会員相互の融和と 連帯感がめばえ、 ダン ベル体操の普
及と 拡大に寄与。 さ ら に今回は大阪から 講師と し て森ノ 宮医療大学の橋本弘子教授の
脳の活性化によ る 認知症予防について実技と 講話を 熱く 語っ ていただき 、 大変参考に
なり 、 各教室でも 取り 入れの方向です。

活動・ 事業を 実施し た
こ と で良かっ た点、 得
ら れた成果、 確認さ れ
た効果など について記
入し てく ださ い。

ま た、 アンケート 等で
参加者や受益者（ サー
ビ ス を 受けた方） の評
価がわかる 場合は、 記
入し てく ださ い。

８  反省点・ 課題
ダン ベル協会役員の担い手解消に向けた取り 組みは進ま なかl っ た点は大き な課題であ
る 。 ま た、 市内でのダン ベル体験教室は、 例年になく 活気を 帯びていたが、 市内１ ４
か所で開催さ れている ダン ベル教室の新規会員増加は、 少なかっ た。 ５ ０ 歳代６ ０ 歳
代の新規加入促進が求めら れま す。 。 そのため、 現在のダン ベル教室を 維持でき る か
不透明で、 大き な問題です。 最後に、 ダン ベルは筋力の強化には効果的ですが、 握力
計など によ る 効果測定は半年ではなく 数年単位で検証する 必要があり 、 時間がかかり
ま す。 継続は力ですので、 長い目で見なければいけないと 考えま す。

活動・ 事業を 実施し た
結果、 反省点や課題と
し てあげら れる 事項に
ついて記入し てく ださ
い。

ま た、 反省点や課題の
改善方法を 検討し た
り 、 解決を 図っ た場合
は、 その内容を 記入し
てく ださ い。
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活動・ 事業の収支決算書

※団体全体の収支ではなく 、 補助対象事業に限定し た収支を記載し てく ださ い。

項　 　 目

補助金

参加費

Ａ Ｂ 353, 643 円 × 90 ％ ＝ 318, 278 円

補助限度額 260, 000 円

項　 　 目

30, 000 40, 843

（ 10, 000 ） （ 20, 000 ）

45, 000 24, 414

（ 25, 000 ） （ 20, 000 ）

60, 000 39, 400

（ 25, 000 ） （ 20, 000 ）

80, 000 78, 120

（ 40, 000 ） （ 78, 000 ）

141, 000 99, 480

（ 65, 000 ） （ 62, 000 ）

70, 000 20, 386

（ 60, 000 ） （ 20, 000 ）

87, 000 51, 000

（ 35, 000 ） （ 40, 000 ）

（ ） （ ）

Ｃ 513, 000 Ｄ 353, 643 Ｄ －Ｃ

（ 260, 000 ） （ 260, 000 ）

③収支決算額 Ｂ 353, 643 円 － Ｄ 円　 　 ＝ 円
【 備考】

※支出額の（ 　 　 　 ） 内は、 支出のう ち補助金から 支出する 金額 を記載し てく ださ い。 ま た、 各支出項目についての領収書の写し （ コ ピ ー） を 添付し てく ださ い。

備品購入費 20, 386 -49, 614 体組成計２ 台5, 970円　 握力計５ 台14, 416円

支出合計 353, 643 -159, 357

353, 643 0

玄米ダンベル購入
費

51, 000 -36, 000 玄米ダンベル６ ０ 組

講師謝礼 78, 120 -1, 880 講師謝礼（ 大阪から の交通費を含む） 78, 120円

印刷費 99, 480 -41, 520 大会冊子50, 050円　 横断幕47, 960円　 他コ ピ ー代1, 470円

ラ イ ンテープ3, 409円　 芳名帳＋養生テープ1, 287円
ﾗﾐﾈー ﾄﾌｨﾙﾑ4, 356円　 参加賞ﾎ゙ ﾙーﾍ゚ ﾝ31, 791円

通信費 24, 414 -20, 586
つど いのお知ら せ切手代20, 124円　 指導者講習会切手代3, 630円
振込手数料330円×2回

具体的な内容（ 積算根拠等）

収入合計 396, 000 353, 643
Ｂ －Ａ

-42, 357
発展コ ース ： 補助対象経費

②
　
　
支
　
　
　
　
出

予算額（ 円）
（ う ち補助金額）

決算額（ 円）
補助対象経費（ 円）
（ う ち補助金額）

増減額（ 円）

消耗品費 40, 843 10, 843

会場使用料 39, 400 -20, 600
大会会場費18, 600円　 大会設備費4, 600円＋10, 000円　 救護担当者謝礼5, 000円
大会打合せ会場費600円　 指導員講習会600円

①
　
　
収
　
　
　
　
入

予算額（ 円） 決算額（ 円） 増減額（ 円） 具体的な内容（ 積算根拠等）

260, 000 260, 000 0 平塚市市民活動推進補助金

136, 000 93, 643 -42, 357 ダンベル体操大会参加者（ １ ５ １ 人） から の参加費一部

事務局記入欄 発展コ ース 補助割合確認 □

－32－



－33－



－34－



－35－



－36－


